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(開示事項の中止・経過）スリランカにおける統合型リゾート施設の中止 

および同国における事業戦略について 

 

当社は、平成 28 年８月４日付「スリランカにおける統合型リゾート施設に関わる覚書締結のお

知らせ」で開示しましたとおり、スリランカ民主社会主義国においてカジノ事業を運営している

Rank Holdings (Private)Limited（以下「ランカグループ」という。）と当社の現地合弁会社 Strider 

Capital Asia (Private) Limited (以下「SCA」という。)とは、同国のコロンボ市内における統

合型リゾートホテルの建設および運営に関する覚書を締結し、準備を進めてまいりました。しか

しながら、下記の理由により計画を中止とすることになりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．経過状況及び中止の理由 

当社はランカグループと SCA との覚書締結後、本プロジェクトの資金調達をサポートするため

に日本の投資家等に様々な方法でアプローチしてきましたが、米国金利上昇懸念から新興国リス

クが増大したことによる投資家マインドの冷え込みと、カジノライセンス取得時期が不透明なこ

とから、当初想定していた資金調達額の達成が困難になりました。更に、コロンボ市内での建設

ラッシュによる資材高騰の影響が大きくなってきたため、ランカグループは早期の投資資金回収

のためにプロジェクト自体を統合型リゾート施設から商業施設と住居施設の複合施設へ転換する

方向で検討を始めました。 

このため、双方で話し合った結果、双方合意のうえで計画を中止することになりました。 

 

２．スリランカにおける事業戦略 

当社は、平成 28 年８月 16 日付リリースのとおりスリランカにおいて、並行して非接触型 IC カ

ードを利用したフィンテック事業に関与してきました。同国における社会インフラ整備に対する

期待と需要は大きく、今後は同事業への投資に傾注することといたしました。具体的には、すで

に発行済株式総数の 15％相当を取得している電子マネー事業会社の SmartMetro に加え、当社が

出資している投資ファンドの Smart Funds が中心となって投資するタクシーの配車・電子決済ア

プリ事業を展開する Smart Travel International 事業を育成することとします。同社は、世界的

に普及している Uber と同様にスマートフォンから配車ができる同社開発のアプリ「VOW Cabs」を

普及させるほか、スリランカ国内でタクシー事業自体にも従事しており、将来的に海外から日本

車数百台を輸入する予定であり、その資金調達も支援していく予定です。 

 

３．今後の見通し 

本件による今期の連結業績に与える影響は軽微であります。 

以 上 


